
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ．１７７

発 行  ２ ０ ２ ３ .１ .２ ４ 

東日本旅客鉄道労働組合 

ｽﾃｰｼｮﾝｻｰﾋ ﾞｽ協 議 会 

 
ステーションサービス 

LINE
 

ＪＲ東労組ｽﾃｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ協議会は、２０２２年１２月８日に第１０回定期総会を『一人

でも多くの理解を得て、仲間の「わ（輪・和）」を広め明るく活気のある組織をつくり出そ

う！』『「組合員の健康」「安全・安心」を第一に考え、労働条件の向上を目指し働きがいの

ある職場をつくり出そう!』のスローガンのもと開催し、様々な職場現実や要望が出され

ました。 

その後に幹事会を開催して、発言や討論で出された内容について議論し申し入れ作成

し、本日会社に提出しました。 

労働環境や労働条件の改善、福利厚生の向上、 

組合員・社員のモチベーション向上のためにＪＲ東労組に結集しよう！ 

１．２０２３年４月に会社設立１０周年になることから、１０周年記念報奨金として

社員一人当たり１０万円を支給すること。 

２．各ブロックにおける要員数に偏りがあり休日出勤などによる対応が余儀なく

されていることから、各ブロック内の要員を確保し適正に配置すること。 

３．サポートコールセンターの被制御駅増加や、訪日外国人の増加による旅客対

応・旅客案内などのサービスレベルの低下を招かないために、各駅の特情に合

わせた適正な要員を配置すること。 

４．主勤務地外勤務に就く時には、本人の習熟度や駅の特情に合わせた見習い教

育を実施すること。 

５．女性社員の活躍する場の拡大に向けて、女性設備を各駅に整備すること。ま

た、主勤務地外勤務の偏りを是正すること。 

６．サービスレベルの維持・向上に向けて、コロナ禍において削減された作業ダイ

ヤ本数を元の作業ダイヤの本数に戻すこと。 

７．みどりの窓口の閉鎖に伴い、改札での払い戻し業務が増加している実態を把

握して、職場の実態に合わせた改善すること。 

８．制服のワイシャツについて、長袖の貸与枚数を４枚とすること。 

９．福利厚生向上のために、乗車券類を購入した際に社員へ還元する仕組みを構

築すること。 


